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研究課題名：都市圏レベルの交通・都市システ研究課題名：都市圏レベルの交通 都市システ
（活動 交通行動マイクロシミ レ ション（活動・交通行動マイクロシミュレーション

究 的 研究目的

都市圏レベルの交通 都市システムの評価システ都市圏レベルの交通・都市システムの評価システ
通行動を時間軸に沿 再現可能な活動 交通行通行動を時間軸に沿って再現可能な活動・交通行
による行動や交通量の変化，CO2削減量などの各による行動や交通量の変化，CO2削減量などの各
示できるように効果的な可視化/動画化について検示できるように効果的な可視化/動画化について検

 活動 交通行動マイクロシミ レ タの概要 活動・交通行動マイクロシミュレータの概要

 ある時間帯におけるゾーン（滞在箇所）に居る各個人の活動ある時間帯におけるゾ ン（滞在箇所）に居る各個人の活動
ベルの選択ツリー構造からなるNested Logitモデルにて記述ルの選択ツリ 構造からなるNested Logitモデルにて記述

 時間帯ごとに個々人の活動 交通行動と自動車所要時間 時間帯ごとに個々人の活動・交通行動と自動車所要時間
で 各居住者の1日の活動 交通行動の時空間パスを再現可で，各居住者の1日の活動・交通行動の時空間パスを再現可

 活動・交通行動の前後の連関性，誘発需要を考慮した交

〔 力デ タ〕

交通サ ビ ベ （時間帯別） ネ ト クデ タ

〔入力データ〕

活動・交通行動
・交通サービスレベル（時間帯別），ネットワークデータ
自動車ﾈｯﾄﾜｰｸ（BPR関数ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 交通容量 通行料金 等）

・交通サービスレベル（時間帯別），ネットワークデータ
自動車ﾈｯﾄﾜｰｸ（BPR関数ﾊﾟﾗﾒｰﾀ，交通容量，通行料金，等）

【活動内容選択】【活動内容選択】

自動車ﾈｯﾄﾜ ｸ（BPR関数ﾊ ﾗﾒ ﾀ，交通容量，通行料金，等）

鉄道経路ﾃﾞｰﾀ（OD別経路選択肢集合，所要時間，乗換回数，運賃，等）

バス 自転車 徒歩のｻ ﾋﾞｽﾚ ﾞﾙ （所要時間 運賃 ｱｸｾｽ/ｲｸﾞﾚｽ距離）

自動車ﾈｯﾄﾜ ｸ（ 関数 ﾗﾒ ﾀ，交通容量，通行料金，等）

鉄道経路ﾃﾞｰﾀ（OD別経路選択肢集合，所要時間，乗換回数，運賃，等）

バス 自転車・徒歩のｻ ﾋﾞｽﾚﾍﾞﾙ （所要時間 運賃 ｱｸｾｽ/ｲｸﾞﾚｽ距離）
滞在 出勤 登校

【目的地選択】

滞在 出勤 登校滞在 出勤 登校

【目的地選択】

バス，自転車・徒歩のｻｰﾋﾞｽﾚﾍﾞﾙ （所要時間，運賃，ｱｸｾｽ/ｲｸﾞﾚｽ距離）

・ゾーン特性

バス，自転車・徒歩のｻｰﾋ ｽﾚﾍ ﾙ （所要時間，運賃，ｱｸｾｽ/ｲｸ ﾚｽ距離）

・ゾーン特性
ゾーン1 ゾー

【目的地選択】

ゾーン1 ゾーゾーン1 ゾー

【目的地選択】ゾ ン特性
人口・施設数（個人属性別夜間人口，従業人口， 事業所数，等）

その他（面積 OD間距離 駐車料金 道路延長 等）

人口・施設数（個人属性別夜間人口，従業人口， 事業所数，等）

その他（面積 OD間距離 駐車料金 道路延長 等）

自動車 鉄道

【交通手段選択】

自動車 鉄道自動車 鉄道

【交通手段選択】その他（面積，OD間距離，駐車料金，道路延長，等）

・活動・交通行動モデルパラメータ

その他（面積，OD間距離，駐車料金，道路延長，等）

・活動・交通行動モデルパラメータ

経路1 経路2 ・・・

【経路選択】

経路1 経路2 ・・・経路1 経路2 ・・・

【経路選択】

活動 交通行動 デル ラメ タ

・貨物車OD交通量（時間帯別）・貨物車OD交通量（時間帯別）
経路1 経路2経路1 経路2経路1 経路2

・前時間帯の出力データ（時間帯別）・前時間帯の出力データ（時間帯別）

滞在人口（滞在者数 集中交通量） 自動車ﾘﾝｸ残留交通量滞在人口（滞在者数+集中交通量），自動車ﾘﾝｸ残留交通量滞在人口（滞在者数+集中交通量），自動車ﾘﾝｸ残留交通量

自動車ﾈｯﾄﾜｰｸｻ〔均衡計算〕
所要時間所要時間

〔出力データ〕

・モデル内生変数（時間帯別）
滞在者数 目的別発生交通量 目的別 交通手段別 交通量

・モデル内生変数（時間帯別）
滞在者数 目的別発生交通量 目的別 交通手段別OD交通量滞在者数，目的別発生交通量，目的別・交通手段別OD交通量

自動車ﾘﾝｸ交通量，自動車ﾘﾝｸ残留交通量，鉄道経路交通量，等

滞在者数，目的別発生交通量，目的別・交通手段別OD交通量

自動車ﾘﾝｸ交通量，自動車ﾘﾝｸ残留交通量，鉄道経路交通量，等
atat

・モデル出力変数（時間帯別）
自動車OD間所要時間/速度 CO 排出量 等

・モデル出力変数（時間帯別）
自動車OD間所要時間/速度 CO 排出量 等自動車OD間所要時間/速度，CO2排出量，等自動車OD間所要時間/速度，CO2排出量，等

 本研究での取り組み 本研究での取り組み

 活動 交通行動マイクロシミ レ タを数百万人が居住する実 活動・交通行動マイクロシミュレータを数百万人が居住する実
都市圏に適用する場合 膨大なメモリ確保と計算時間 の対処都市圏に適用する場合，膨大なメモリ確保と計算時間への対処

→スパコン利用，OpenMPやMPIによる並列化

 低炭素社会の実現化に向けた交通施策や都市システムの導 低炭素社会の実現化に向けた交通施策や都市システムの導
入評価入評価

道路課金政策 電気自動車などの導入評価→道路課金政策，電気自動車などの導入評価

施策 ケ ジ化 ト （環境未来都市） 検討施策パッケージ化，スマートシティ（環境未来都市）の検討

 研究体制 研究体制
森川高行（名古屋大学） 石井克哉（名古屋大学） 山本俊行（名森川高行（名古屋大学），石井克哉（名古屋大学），山本俊行（名

採択課題 3rd Symposium採択課題

テム評価モデルテム評価モデル
ン及び情報可視化）の開発ン及び情報可視化）の開発

テムの開発として 数百万人の個々人の活動 交テムの開発として，数百万人の個々人の活動・交
行動 イク シミ タを構築し さらに施策導入行動マイクロシミュレータを構築し，さらに施策導入
各評価指標を，一般市民の合意形成プロセスに提各評価指標を， 般市民の合意形成プ セスに提
検討する検討する

動･交通行動を，活動内容－目的地－交通手段－経路の4レ動 交通行動を，活動内容 目的地 交通手段 経路の4レ

間との均衡状態を計算し 基準時刻から逐次的に実行すること間との均衡状態を計算し，基準時刻から逐次的に実行すること
可能可能

通施策の導入評価，情報提供が可能

動

時間

【滞在】
【帰宅】

時間自由 業務 帰宅自由 業務 帰宅自由 業務 帰宅

【帰宅】
鉄道ーン2 ゾーンｓ・・・ーン2 ゾーンｓ・・・ーン2 ゾーンｓ・・・

21時21時

【滞在】 【自由】
バス 自転車・徒歩バス 自転車・徒歩バス 自転車・徒歩

【滞在】 【自由】
自転車・徒歩

経路k経路k経路k
17時17時

【滞在】

経路k経路k経路k

14時14時

【滞在】

【業務】
自転車・徒歩【滞在】 自転車 徒歩

ｻｰﾋﾞｽﾚﾍﾞﾙ

飲食店 打合せ先8時8時
【出勤】
鉄道

勤務先【滞在】
鉄道

自宅

交通量交通量

実  般住民が導入効果を適切に理解できるような合意形実
処

 一般住民が導入効果を適切に理解できるような合意形
成に資する情報提供処 成に資する情報提供

→AVS，Google Earth，GIS等を利用した評価指標の

導
可視化/動画化の検討

導

名古屋大学） 金森 亮（名古屋大学） 高橋 郎（名古屋大学）名古屋大学），金森 亮（名古屋大学），高橋一郎（名古屋大学）
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